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３
月
４
日
（
火
）、
５
日
（
水
）
の
２
日
間
、
J
A
3

階
大
会
議
室
で
令
和
７
年
度
施
肥
設
計
相
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
相
談
会
で
は
、
空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
空
知
南

西
部
支
所
と
J
A
資
材
課
技
師
ら
が
相
談
員
と
な
り
、
水

稲
・
畑
作
・
蔬
菜
の
３
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、
令
和
７
年
産

農
作
物
の
施
肥
に
つ
い
て
J
A
資
材
課
に
持
ち
込
み
い
た

だ
い
た
、
土
壌
分
析
の
診
断
結
果
を
も
と
に
個
別
相
談
を

受
け
ま
し
た
。
各
ブ
ー
ス
で
は
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
制
度
の
見
直
し
が
見
直
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
施
肥

設
計
を
組
み
立
て
る
か
や
近
年
の
肥
料
高
騰
の
影
響
か

ら
、
い
か
に
コ
ス
ト
を
削
減
し
て
い
く
か
な
ど
、
真
剣
に

相
談
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
開
催
で
、
多
く
の
組
合
員
さ
ん
に
ご
来
場
い

た
だ
き
盛
況
の
う
ち
に
相
談
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

春
作
業
に
向
け
て
相
談
会
開
催

　
３
月
10
日
（
月
）、
南
幌
小
学
校
に
て
、
小
学
５
年
生
に

よ
る
、
学
習
田
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
事
を
発
表
す
る
稲

作
学
習
・
感
謝
の
集
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
感
謝
の
集
い

に
は
、学
習
田
の
圃
場
管
理
者
で
あ
る
織
田
さ
ん
（
鶴
城
）、

空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
大
山
専
門
普
及
指
導
員
、

青
年
部
部
長
の
若
杉
さ
ん
（
栄
進
）、
南
幌
町
産
業
振
興
課

職
員
と
J
A
農
業
振
興
課
職
員
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
年
生
の
児
童
全
員
が
各
々
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
活
用

し
て
学
習
成
果
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
農
家
さ
ん
の

大
変
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
鎌
で
稲
を
刈
る
の
が
楽

し
か
っ
た
」「
今
後
は
お
米
を
一
粒
残
さ
ず
食
べ
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
を
も
ら
い
、一
年
を
通
し
て
様
々

な
こ
と
を
学
ん
で
く
れ
た
大
変
良
い
活
動
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
お
礼
の
気
持
ち
を
込
め
て
合
唱

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
南

幌
町
を
担
う
児
童
達
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

学
習
田
の
成
果
を
発
表

　

３
月
10
日
（
月
）、
J
A
3
階
大
会
議
室
で
南
幌
町
米

麦
改
良
協
会
主
催
の
栽
培
技
術
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
講
習
会
で
は
、
講
師
と
し
て
空
知
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
空
知
南
西
部
支
所 

大
山
専
門
普
及
指
導
員

と
植
松
専
門
普
及
指
導
員
、
J
A
資
材
課 

長
船
技
師
に

講
習
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
習
会
は
３
部
構
成
と
し
て
、
水
稲
編
、
畑
作
編
、

J
A
情
報
提
供
編
で
分
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
基
本

的
な
栽
培
技
術
の
情
報
か
ら
、
昨
年
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
最
新
の
情
報
ま
で
、
大
変
有
益
な
講
習
内
容
で
し
た
。

　
当
日
は
多
く
の
組
合
員
が
出
席
し
、
春
作
業
前
に
充
実

し
た
講
習
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

栽
培
技
術
講
習
会
を
開
催
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３
月
10
日
（
月
）、
当
J
A
は
優
良
安
全
運
転
事
業

所
と
し
て
銀
賞
を
受
賞
し
、
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し

て
い
る
優
秀
安
全
運
転
事
業
所
表
彰
制
度
に
よ
り
受
賞

し
た
も
の
で
、
各
事
業
所
が
運
転
記
録
証
明
書
を
活
用

し
、
安
全
運
転
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
、
交
通
事
故
・

交
通
違
反
の
件
数
が
一
定
の
要
件
以
下
で
あ
っ
た
事
業

所
を
表
彰
す
る
制
度
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
職
員
一
人
一
人
が
日
々
の
交
通
安
全

を
意
識
し
た
運
転
に
つ
い
て
心
が
け
て
い
る
結
果
で
す
。

　

当
J
A
で
は
今
後
も
安
全
運
転
を
徹
底
し
、
無
事
故

無
違
反
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

安
全
運
転
で
銀
賞
受
賞

営 業 時 間 の 変 更 に つ い て
４月１日（火）より営業時間が下記の通りとなりますのでお知らせします。

期間 ４月１日（火）～１０月３１日（金）

本 部 事 務 所
野 菜 関 連 施 設

JAバンク
・共済窓口

J A バ ン ク A T M
エーコ ープ A T M
推 進 本 部

8:30～17:00
8:30～17:00
9:00～15:00
9:00～15:00
9:00～17:00

9:00～18:00
9:00～18:00
8:30～17:00

休　業

休　業

休　業
9：00～17：00

休　業

※11:30～12:30の間、全ての窓口業務を休止

平　日 土　曜※

（貯金窓口）
（融資窓口）
（共済窓口）

※本部事務所は 土曜日・日曜日・祝日休業。
　JAバンク窓口及び本所ATMは土曜日・日曜日・祝日休業。
エーコープATMは日曜日・祝日休業。
※野菜関連施設については土曜日、日曜日、祝日も時期により稼働している場合があります。
（野菜等集出荷センター011-378-0539）

※グリーンセンターは、１０月３１日（金）棚卸のためお休みさせていただきます。

グリーンセンター
本 部 給 油 所
エーコープなんぽろ店

8：30～17：00
7：30～19：00
9：30～19：00

平日、土曜・日曜（祝日を含む）
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長船技師による営農情報！
★令和６年の南幌町の「土」はこうなっている
今月は農作業も本格化し水稲育苗ハウスの設置や播種作業等で忙しい毎日かと思います。

令和６年に実施した土壌分析結果で特徴的な項目を抜粋したのが下のグラフです。

○水稲育苗床
・pHは基準値以下のハウスが少なくなり改善効果が出ています。
・リン酸、加里が過剰なので土壌分析処方箋に基づき、単肥配合を推奨します。
○水稲本田
・ケイ酸は全町的に改善されていますが、10mg/100g以下のほ場が22％を占めます。
・ケイ酸は耐倒伏性、病害虫抵抗性、不稔実米を減少させる効果があり、稲が最も吸収する養
分のため毎年補給することが重要です。
・リン酸は過剰傾向なので土壌分析処方箋に基づいた施肥銘柄を推奨します。
○畑作
・分析点数の8％がpH5以下の圃場です。土壌分析結果に基づき石灰質資材を投入し改善しま
す。
・リン酸と加里は過剰ほ場が見られ土壌分析結果に基づき施肥銘柄を選定します。

２　土壌分析結果概要

３　土壌分析結果

１　土壌分析点数の内訳

※本年分析点数内訳　資材課分析172点、農業振興課外部委託分析600点

年度

令和6年

比率％

水田苗床

5

1.0

水田

345

44.7

畑作

376

48.7

野菜

31

4.0

園芸ハウス

15

1.9

合計

772

100

〇水田苗床pH　
・分析点数５点
・pＨ基準値　４．５～５．０
・pHは基準値以下が２５％を占めます。   

〇水田苗床リン酸（トルオーグリン酸）
・分析点数５点
・リン酸基準値　２０～４０mg/１００ｇ
・リン酸は過剰傾向になっています。   

4.0～4.5 4.5～5.0 5以上

pH

基準値：4.5～5.0

～10 10～20 20～40 40～

トルオーグリン酸

基準値　20～40mg/100ｇ

0

2

4

0

5

〇水田苗床加里
・分析点数５点
・加里基準値　１５mg/１００ｇ以下
・加里は過剰傾向になっています。   

～15 15～35 35～50 50～

加　里

基準値　15mg/100ｇ

4

2

0
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・ＪＡでは土壌分析結果に基づき圃場ごとに処方箋を作成し施肥銘柄、施用量、金額を示しています。
  土壌分析結果を活用し生産性向上と低コスト生産を目指しましょう。

〇畑作pH
・分析点数４０７点
・pH基準値　５．５～６．５
・pHは基準値以下のほ場が３３％を占め   
 そのうちPH５以下のほ場が７％占めます。

500

0
5以下 5.1～5.5 5.5～6.5 6.5以上

pH

基準値：5.5～6.5

〇畑作リン酸（トルオーグリン酸）
・分析点数４０７点
・リン酸基準値　１０～３０mg/１００ｇ
・リン酸過剰のほ場が３４％占めます。   

400

200

0
0～5 5.0～10.0 10～30 30～60 60以上

トルオーグリン酸

基準値：10～30㎎/100ｇ

〇水田本田（可給態ケイ酸）
・分析点数３４５点
・ケイ酸基準値　１６mg/１００ｇ以上
・この数年で全町的には改善されていますが   
  ケイ酸１０mg/１００ｇ以下の本田が２２％
 を占めます。

200

100

0
10以下 11～13 14～16 16以上

ケイ酸

基準値　16㎎/100ｇ以上

〇水田本田（ブレーリン酸）
・分析点数３４５点
・ブレーリン酸基準値　１０～２０mg/１００ｇ
・分析圃場の９８％がリン酸過剰です。

400

300

200

100

0
11～20 21～30 30以上

ブレーリン酸

基準値　10～20㎎/100ｇ

〇畑作加里
・分析点数４０７点
・加里酸基準値　１５～３０mg/１００ｇ
・加里過剰のほ場が５０％占めます。   

250
200
150
100
50
0

0～8 8.0～15.0 15～30 30～50 50～70 70～

畑作加里

基準値：15～30㎎/100ｇ
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２
月
26
日
（
水
）、南
幌
町
あ
い
く
る
調
理
室
で
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昼
食
に
、
南
幌
町
産
の
野
菜
と
お
米
を
使
用
し
た

“spice curry CO
M
O
DO
”

さ
ん
の
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
近
況
報
告
や
来
年
度
の
活
動
に
つ

い
て
な
ど
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
昼
食
後
に
は
、
株
式
会
社 

丸
夕
田
中
青
果
よ
り
田
中

美
智
子
氏
を
お
招
き
し
、
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
講
習
会
を
行

い
ま
し
た
。フ
ル
ー
ツ
で
器
を
作
り
、ハ
ー
ト
型
な
ど
様
々

な
形
に
カ
ッ
ト
し
た
フ
ル
ー
ツ
を
豪
華
に
盛
り
付
け
、
自

分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
エ
ー
コ
ー
プ
等
で
購
入
で
き
る
フ
ル
ー
ツ
を
使

用
し
、
想
像
よ
り
も
手
軽
に
、
短
時
間
で
完
成
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、「
自
宅
で
も
作
っ

て
み
た
い
」
と
の
声
が
多
数
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
会
を
基
に
、
今

後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
・
視
察

に
行
っ
て
み
た
い
場
所
等
も
見

つ
か
り
、
と
て
も
有
意
義
な
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
（
水
）、南
幌
町
あ
い
く
る
調
理
室
で
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昼
食
に
、
南
幌
町
産
の
野
菜
と
お
米
を
使
用
し
た

“spice curry CO
M
O
DO
”

さ
ん
の
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
近
況
報
告
や
来
年
度
の
活
動
に
つ

い
て
な
ど
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
昼
食
後
に
は
、
株
式
会
社 

丸
夕
田
中
青
果
よ
り
田
中

美
智
子
氏
を
お
招
き
し
、
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
講
習
会
を
行

い
ま
し
た
。フ
ル
ー
ツ
で
器
を
作
り
、ハ
ー
ト
型
な
ど
様
々

な
形
に
カ
ッ
ト
し
た
フ
ル
ー
ツ
を
豪
華
に
盛
り
付
け
、
自

分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
エ
ー
コ
ー
プ
等
で
購
入
で
き
る
フ
ル
ー
ツ
を
使

用
し
、
想
像
よ
り
も
手
軽
に
、
短
時
間
で
完
成
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、「
自
宅
で
も
作
っ

て
み
た
い
」
と
の
声
が
多
数
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
会
を
基
に
、
今

後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
・
視
察

に
行
っ
て
み
た
い
場
所
等
も
見

つ
か
り
、
と
て
も
有
意
義
な
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
（
水
）、南
幌
町
あ
い
く
る
調
理
室
で
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昼
食
に
、
南
幌
町
産
の
野
菜
と
お
米
を
使
用
し
た

“spice curry CO
M
O
DO
”

さ
ん
の
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
近
況
報
告
や
来
年
度
の
活
動
に
つ

い
て
な
ど
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
昼
食
後
に
は
、
株
式
会
社 

丸
夕
田
中
青
果
よ
り
田
中

美
智
子
氏
を
お
招
き
し
、
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
講
習
会
を
行

い
ま
し
た
。フ
ル
ー
ツ
で
器
を
作
り
、ハ
ー
ト
型
な
ど
様
々

な
形
に
カ
ッ
ト
し
た
フ
ル
ー
ツ
を
豪
華
に
盛
り
付
け
、
自

分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
エ
ー
コ
ー
プ
等
で
購
入
で
き
る
フ
ル
ー
ツ
を
使

用
し
、
想
像
よ
り
も
手
軽
に
、
短
時
間
で
完
成
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、「
自
宅
で
も
作
っ

て
み
た
い
」
と
の
声
が
多
数
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
会
を
基
に
、
今

後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
・
視
察

に
行
っ
て
み
た
い
場
所
等
も
見

つ
か
り
、
と
て
も
有
意
義
な
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。
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令和7年3月1日現在

部 課 係

内部監査室 内部監査課 内部監査係

白倉　和秋 【兼務】石橋　修一郎 【兼務】大村　政史

総　務　係

大村　政史

【総務部付参事役】
　笹島　　忍

武田　あすか

（横岡　亜希子）小玉　佳美

総　務　課

野澤　俊裕 石橋　修一郎
融資審査係 【兼務】小玉　佳美

総　務　部

【兼務】大村　政史

経　理　係 （秋島　真弓） 

長原　真也

浜田　采佳

金　融　課 金　融　係 大井　梨沙 佐々木　悠衣

佐藤　　匡 津田　美保 森　あかね （水野　あかり）

吉田　美月

金　融　部

　渡辺　邦英
【審査役　渉外担当】
　諏訪部　徹

共　済　課 共　済　係 小田原　奈美 野村　友香

佐藤　倫有 佐藤　和也 犬養　拓真

経営相談課 経営相談係 【兼】大井　梨沙 【兼】吉田　美月

榊原　宏治 辻野　　崇 【兼】森　あかね 【兼】佐々木　悠衣

農業振興課 農業振興係 渡邉　真也 香川　颯良

大津　亮蔵 渡辺　健太郎 木村　亮介 上地　隼人新人（男）

吉田　翔哉

営　農　部

伊藤　英樹 生産資材係 髙橋　翔太 （篠原　亜由美） 

【次長　資材担当】 飛内　大輔 松村　晃汰 （志田　陽子）

川北　秀範 378-2231 源　　夏輝

畠山　　直

（長船　健雄）

資　材　課

【次長兼務】

給油所長【次長兼務】

燃　料　係 西山　悟史 （舘脇　あゆみ）

（渡邉　睦雄）【考査役】 原田　考 （千葉　郁子）

金瀧　裕二 本部SS   378-2381

販売推進課 販売推進係 平井　大喜 （佐々木　晃）

和田　貴裕 寺﨑　隆広 笠井　瀬那

【考査役倉庫長兼務】

武差　功年

農　産　部

松川　茂樹 蔬菜園芸課 蔬菜園芸係 堤　　一茂 （渡辺　久美子）

白崎　秀史 西村　俊一 大塩　悠輔

378-0539

施　設　課 施　設　係 尾崎　竜太郎 （佐藤　　茜）

神埜　成之 樋口　和也 丸山　雄大

（出向）

南幌町農業農村整備事業推進本部 本多　祥真

【審査役】 【考査役】

平野　双一 佐藤　孝行

378-3834

　※（　）は準職員 　　農家経済対策プロジェクトチーム

職　　　　員
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表紙の紹介
◎今月号は、融雪剤散
布圃場を空から撮っ
た様子を表紙にしま
した。

私達のJA

組合員
（前年同期比

正組合員
（前年同期比

准組合員
（前年同期比

正組合員戸数
（前年同期比

2,603名
▲35名）

408名
▲19名）

2,195名
▲16名）

257戸
▲12戸）

令和7年2月末日現在

　
3
月
定
例
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
監
査
講
評
】

１
．
決
算
自
治
監
査

【
議
　
　
案
】

１
．
令
和
６
年
度 

事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
お

よ
び
注
記
表
の
承
認
に
つ
い
て　

２
．
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

３
．
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

４
．
信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

５
．
第
77
回 

通
常
総
会
提
出
議
案
（
総
会
参
考
書
類
）
の
追
加

に
つ
い
て

６
．
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

７
．
総
合
農
協
監
督
指
針
の
改
正
に
伴
う
「
３
つ
の
方
針
」
へ
の

対
応
に
つ
い
て

８
．
総
会
議
決
権
行
使
書
面
の
取
扱
い
に
つ
い
て

９
．
不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

10
．
行
政
庁
に
提
出
す
る
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

11
．
大
口
貸
付
に
つ
い
て

12
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

13
．
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

１
．
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立

に
関
す
る
組
織
討
議
に
つ
い
て

２
．
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な
米
お
よ
び
水
田
農
業

の
確
立
に
関
す
る
組
織
討
議
に
つ
い
て

3
月
12
日

　
4
月
に
入
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
体
調
に
は
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
と
言

い
つ
つ
先
日
し
っ
か
り
体
調
を
崩
し
た
上
地
で
ご
ざ
い
ま

す
。そ
ん
な
私
も
4
月
で
入
協
し
て
1
年
を
迎
え
ま
し
た
。

1
年
の
早
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
い
つ
の
間
に
か
先
輩

に
な
っ
て
い
る
事
実
に
び
っ
く
り
仰
天
で
す
。

人
事
異
動
は
左
記
の
通
り
で
す
。

定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

▽
平
野 

双
一

　（
旧
部
署
：
南
幌
町
農
業
農
村
整
備
事
業
推
進
本
部
）

職員人事異動

３
．
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な
畑
作
農
業
の
確
立
に

関
す
る
組
織
討
議
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
．
第
２
回 

営
農
振
興
組
合
長
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

２
．
令
和
７
年
度 

春
の
経
営
懇
談
会
の
開
催
内
容
に
つ
い
て

３
．
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
土
日
・
祝
日
営
業
に
つ
い
て

４
．
令
和
６
年
産 

委
託
調
製
大
豆
概
算
金
支
払
お
よ
び
仮
渡
金

返
還
に
つ
い
て

５
．
令
和
６
年
産 

委
託
調
製
な
た
ね
精
算
お
よ
び
仮
渡
金
返
還

に
つ
い
て

６
．
令
和
６
年
産 

て
ん
菜
本
精
算
お
よ
び
仮
渡
金
返
還
に
つ
い

て

７
．
南
幌
町
米
麦
改
良
協
会 

Ｊ
Ａ
出
荷
お
よ
び
良
質
米
麦
出
荷

表
彰
に
つ
い
て

８
．
２
月
末 

農
産
物
の
保
管
状
況
に
つ
い
て

９
．
２
月
期 

Ｊ
Ａ
ロ
ー
ン
の
貸
付
に
つ
い
て

10
．
会
計
監
査
人
の
決
算
監
査
に
お
け
る
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

11
．
内
部
監
査
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

12
．
人
事
に
つ
い
て

13
．
２
月
末
財
務
状
況
に
つ
い
て

理
事
会
報
告
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